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動物を 14-21 日間生存させた後，潟血， Müller 液潅流により生体固定を行ない，脳幹及び脊髄を
Marchi 法にて染色し，前額断 50μ 連続切片を作製，損傷部位より発する上行性変性線維を追跡し
た。 Marchi 標本を作製しえたネコは 18 匹であるが，そのうち 15 匹に三文神経脊髄路核の破壊が認
められた口
1) 三叉神経脊髄路核からは背側および腹側 2 次経路が発する。
2) これら 2 次経路は大部分交叉性であり，非交叉性のものはほとんど認められない。






は網様体背外側部を占めて上行し，視床の後内側腹側核の内側部より Centre médian に終る。


















に縦軸方向の損傷を加え， 2 次変性を Marchi 法にて追跡した結果，一般に否定されている背側 2 次
経路を証明するとともに，その起始が核柱内の同の高さを中心とする限局された部位にあることを明
らかにしえた。さらに，一般にその存在は認められながら，その走行に関しては諸説があった腹側 2
次経路について，核柱の破壊部位がことなることにより，その走行もことなるものであることを証明
した口これによって従来の三叉神経 2 次経路に関する諸説に基づく混乱に統一的解釈を下しえたこと
は，この分野に少なからざる貢献をなしたものと考えられる。
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